
き
に
く
い
山
間
部
向
け
の
一
補
助
中
継
所
に
頼
っ
て
お
り
、
水
防
時
な
ど
に
通
話
が
輻ふ

く
輳そ

う
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
内
に
五
中
継

所
を
新
設
し
、
県
庁
と
中
継
所
と
の
間
を
全
て
多
重
無
線
で
結
び
、
通
話
の
輻
輳
の
緩
和
等
を
図
っ
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
八
年
等
に
お
い
て
水
防
用
テ
レ
メ
ー
タ
は
、「
観
測
地
点
で
降
雨
が
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
観
測
所
か
ら
監
視

局
に
送
信
す
る
機
能
」
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
平
常
時
は
無
人
管
理
の
ダ
ム
や
土
木
事
務
所
で
監
視
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
五
節
　
県
内
二
時
間
交
通
の
実
現
に
向
け
て

　
こ
の
時
代
に
は
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
及
び
六
十
二
年
に
策
定

さ
れ
た
「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、道
路
整
備
緊
急
措
置
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
第
八
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」（
昭
和
五
十
三
〜
五
十
七
年
度
）

か
ら
「
第
一
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」（
平
成
五
〜
九
年
度
）
に
わ
た
っ
て
毎
回
大
幅
な
増
額
を
伴
う
予
算
総
額
約
一
九
二

兆
円
に
及
ぶ
国
の
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
で
は
高
速
道
六
基
幹
軸
や
生
活
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
県
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
策
定
し
た
「
兵
庫
県
総
合
交
通
計
画
（
基
本
計
画
）」
を
踏
ま
え
、
従
来
か
ら
推
進
し
て
き

た
陸
上
交
通
の
“
県
内
二
時
間
交
通
”
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
一
年
を
目
指
し
て
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
航
空
等
の

総
合
的
な
高
速
交
通
網
の
拡
充
整
備
を
図
り
、
交
通
機
関
の
選
択
に
よ
る
“
県
内
一
時
間
高
速
交
通
圏
”
を
確
立
す
る
こ
と
を

交
通
体
系
の
整
備
目
標
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
異
種
交
通
手
段
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
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交
通
誘
導
な
ど
の
ソ
フ
ト
技
術
を
開
発
し
、
信
頼
性
の
高
い
選
択
性
に
富
む
多
元
・
多
重
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指

す
こ
と
を
交
通
体
系
の
整
備
目
標
と
し
た
。

一
　
進
展
す
る
道
路
整
備
と
国
鉄
再
建
の
影
響

　
“
県
内
二
時
間
交
通
”
の
実
現
に
向
け
て
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
東
西
三
本
（
瀬
戸
内
臨
海
軸
、
東
西
内
陸
軸
、
日
本
海
沿
岸
軸
）、

南
北
三
本
（
日
本
海
太
平
洋
軸
、
播
磨
但
馬
軸
、
播
磨
因い

な
幡ば

軸
）
の
軸
か
ら
な
る
「
高
速
道
六
基
幹
軸
」
の
整
備
を
進
展
さ
せ
る
方

針
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
日
本
海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
南
北
道
路
で
は
明

石
海
峡
大
橋
や
大
鳴
門
橋
を
は
じ
め
、
西
神
自
動
車
道
、
阪
神
高
速
道
路

北
神
戸
線
、
六
甲
北
有
料
道
路
、
近
畿
自
動
車
道
舞
鶴
線
、
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道
、
播ば
ん
但た

ん
連
絡
道
路
、
円
山
川
右
岸
道
路
、
国
道
三
一
二
号
バ
イ

パ
ス
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
東
西
道
路
で
は
山
陽
自
動
車
道
を
は
じ
め
、

大
阪
湾
岸
道
路
、
国
道
二
号
太
子
・
竜
野
バ
イ
パ
ス
、
明め
い

姫き

幹
線
（
国
道

二
五
〇
号
バ
イ
パ
ス
）
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
阪
神
高
速
道
路
大
阪
西
宮
線
の
開
通
を
皮
切
り
に
、
大
鳴
門
橋
、
六
甲

北
有
料
道
路
、
西
宮
北
有
料
道
路
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、
明
石
海
峡
大

橋
が
工
事
着
工
し
た
ほ
か
、
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年
に
西
神
自
動
車
道
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
着
手
し
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た
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
道
で
は
明
姫
幹
線
及
び
円
山
川
右
岸
道
路
が
全
線
開
通
し
た
。

道
路
整
備
の

大
幅
な
進
展

中
国
縦
貫
自
動
車
道
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
に
県
内
未
開
通
区
間
と
し
て
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
宝
塚
Ｉ
Ｃ

─
西
宮
北
Ｉ
Ｃ
間
及
び
福
崎
Ｉ
Ｃ
─
岡
山
県
境
間
が
開
通
、
吹
田
Ｉ
Ｃ
─
落
合
Ｉ
Ｃ
間
が
全
て
開
通
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
に
神
戸
三
田
Ｉ
Ｃ
─
吉
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
、
平
成
二
年
三

月
に
は
西
宮
北
Ｉ
Ｃ
─
神
戸
三

田
Ｉ
Ｃ
間
が
六
車
線
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
で

は
、
整
備
計
画
の
決
定
が
昭
和

四
十
一
年
と
比
較
的
早
く
、
開

通
段
階
で
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
に

照
ら
し
て
各
Ｉ
Ｃ
の
間
隔
が
長

す
ぎ
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
県
は
国
や
日
本
道

路
公
団
に
Ｉ
Ｃ
の
追
加
を
求
め

た
。
い
ず
れ
も
困
難
な
交
渉
・

協
議
の
末
、
昭
和
四
十
九
年
の

吉
川
Ｉ
Ｃ
を
は
じ
め
、
神
戸
三
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ト
ル
が
五
十
七
年
三
月
に
開
通
し
、
平
成
二
年
七
月
に
は
山
陽
姫
路
西
Ｉ
Ｃ
─
龍
野
西

Ｉ
Ｃ
間
、
翌
三
年
三
月
に
は
山
陽
姫
路
東
Ｉ
Ｃ
─
山
陽
姫
路
西
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
。

　
明
石
・
鳴
門
架
橋
（
神
戸
・
鳴
門
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
建

設
着
工
し
た
当
時
東
洋
一
の
吊
り
橋
と
言
わ
れ
た
大
鳴
門
橋
が
六
十
年
六
月
に
開
通
し

た
。
同
時
に
淡
路
縦
貫
道
の
西
淡
出
入
口
─
淡
路
島
南
Ｉ
Ｃ
─
鳴
門
Ｉ
Ｃ
間
及
び
津
名

一
宮
Ｉ
Ｃ
─
洲
本
Ｉ
Ｃ
間
も
開
通
し
た
後
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
残
る
洲
本
Ｉ
Ｃ
─

西
淡
出
入
口
が
供
用
さ
れ
、
津
名
一
宮
Ｉ
Ｃ
─
鳴
門
Ｉ
Ｃ
間
が
部
分
開
通
し
た
。
な
お
、

大
鳴
門
橋
は
道
路
鉄
道
併
用
橋
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
補ほ

剛ご
う
桁け

た
（
吊
り
橋
で

強
風
時
に
お
け
る
桁
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
ト
ラ
ス
構
造
に
し
て
剛
性
補
強
し
た
桁
）

に
よ
っ
て
新
幹
線
規
格
の
鉄
道
を
敷
設
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
は
、
大
鳴
門
橋
の
開
通
を
祝
う
と
と
も
に
、
明
石
海
峡
大
橋
建
設
へ
の
大
き
な
弾

み
と
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
一
三
三
日
間
に
わ
た
り
淡
路
島
全

島
を
会
場
に
し
て
「
く
に
う
み
の
祭
典
」
を
開
催
し
た
。
大
鳴
門
橋
の
開
通
式
祝
賀
会

の
挨
拶
で
、
坂
井
時
忠
知
事
は
「
大
鳴
門
橋
と
明
石
海
峡
大
橋
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

両
方
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
近
畿
の
二
〇
〇
〇
万
人
、
四
国
の
四
五
〇
万
人

田
Ｉ
Ｃ
（
昭
和
六
十
三
年
八
月
）、
加
西
Ｉ
Ｃ
（
平
成
四
年
三
月
）、
ひ
ょ
う
ご
東
条
Ｉ
Ｃ
（
八
年
四
月
）
が
整
備
さ
れ
た
。
昭
和
四

十
七
年
に
山
陽
姫
路
東
─
備
前
間
の
工
事
に
着
手
し
た
山
陽
自
動
車
道
は
、
龍
野
西
Ｉ
Ｃ
─
備
前
Ｉ
Ｃ
間
二
五
・
一
キ
ロ
メ
ー

写真 80　大鳴門橋
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の
総
力
を
結
集
し
、
明
石
海
峡
大
橋
の
建
設
に
努
力
し
た
い
」
と
決
意
表
明
し
た
。
政
府
に
よ
り
長
く
着
工
凍
結
さ
れ
て
い
た

明
石
海
峡
大
橋
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
に
建
設
省
、
運
輸
省
、
国
土
庁
の
三
省
庁
協
議
で
道
路
単
独
橋
建
設
で
合
意
し
、
同
年

十
二
月
に
よ
う
や
く
凍
結
が
解
除
さ
れ
、
翌
六
十
一
年
四
月
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
阪
神
高
速
道
路
は
、
大
阪
西
宮
線
が
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
開
通
し
た
の
を
は
じ
め
、
大
阪
湾
岸
道
路
が
五
十
五
年
に
神
戸

市
東
灘
区
内
、
五
十
六
年
に
西
宮
市
鳴
尾
浜
─
大
阪
市
西
淀
川
区
中
島
間
の
工
事
に
着
工
し
、
平
成
六
年
四
月
に
関
西
国
際
空

港
ま
で
開
通
し
た
。
ま
た
、
北
神
戸
線
は
昭
和
六
十
年
八
月
に
伊
川
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
─
前ぜ
ん

開か
い

Ｉ
Ｃ
間
、
翌
六
十
一
年
四
月
に
前
開
Ｉ

Ｃ
─
布
施
畑
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
。

　
近
畿
自
動
車
道
舞
鶴
線
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
丹
南
篠
山
口
Ｉ
Ｃ
─
福
知
山
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
翌
六
十
三
年
三
月
に

は
吉
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
─
丹
南
篠
山
口
Ｉ
Ｃ
間
が
供
用
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
と
つ
な
が
っ
た
。

　
播
但
連
絡
道
路
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
の
砥と

堀ほ
り

Ｉ
Ｃ
─
福
崎
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
を
皮
切
り
に
、
南
へ
北
へ
と
延
伸
し
、
平

成
四
年
三
月
に
姫
路
Ｊ
Ｃ
Ｔ
─
生
野
北
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
。
ま
た
、
平
成
五
年
七
月
に
は
、
姫
路
Ｊ
Ｃ
Ｔ
─
砥
堀
Ｉ
Ｃ
間
の

四
車
線
化
が
完
成
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
五
年
に
国
道
二
五
〇
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
整
備
し
て
い
た
明
石
市
─
高
砂
市
間
の
明
姫
幹
線
が
全

線
開
通
し
た
の
を
は
じ
め
、
六
十
年
十
二
月
に
国
道
二
号
太
子
・
竜
野
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
平
成
元
年
に
六
甲
北
有
料
道
路

が
全
線
開
通
、
三
年
に
西
宮
北
有
料
道
路
が
開
通
し
た
。
ま
た
、
同
年
夏
に
は
円
山
川
右
岸
道
路
が
全
線
開
通
し
た
。

　
生
活
道
路
の
整
備
と
し
て
は
、
都
市
化
の
進
展
と
生
活
圏
の
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、
バ
ス
路
線
の
完
全
舗
装
化
な
ど
道

路
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
健
全
な
都
市
の
発
展
を
図
る
た
め
、
各
地
で
連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進
を
図
っ
た
。
特
に
、
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連
続
立
体
交
差
事
業
と
し
て
は
、
阪
神
電
鉄
の
尼
崎
─
武
庫
川
間
約
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
芦
屋
市
境
─
甲
子
園
駅
間
約
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
山
陽
電
鉄
大
蔵
谷
駅
─
明
石

間
約
二
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
鉄
播
但
線
姫
路
駅
─
砥
堀
駅
間
約
六
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
阪
急
電
鉄
川
西
能
勢
口
駅
付
近
約
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

鉄
道
の
廃

止
と
新
設

昭
和
六
十
一
年
三
月
に
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備
の
指
針
と
し
て
策
定

さ
れ
た
「
兵
庫
県
総
合
交
通
計
画
」
で
は
、
幹
線
旅
客
交
通
体
系
の
確
立

と
し
て
、
新
幹
線
駅
へ
の
バ
ス
や
自
動
車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
駅
前
広
場
や
駅
前
駐

車
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
在
来
鉄
道
の
重
点
的
整
備
と
し
て
は
、
福
知

山
線
宝
塚
─
篠
山
口
間
の
複
線
電
化
や
北
神
急
行
電
鉄
北
神
線
の
早
期
完
成
の
ほ
か
、
神

戸
電
鉄
公
園
都
市
線
の
整
備
、
山
陽
本
線
西
明
石
─
網
干
間
の
複
々
線
化
、
片
福
連
絡
線
の
整
備
、
阪
神
電
鉄
西
大
阪
線
の
近

鉄
難
波
駅
へ
の
延
伸
、
智
頭
線
の
建
設
と
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
高
速

バ
ス
の
活
用
と
し
て
、
淡
路
地
域
と
神
戸
・
徳
島
方
面
と
の
連
絡
高
速
バ
ス
の
導
入
、
大
阪
国
際
空
港
と
阪
神
間
地
域
を
は
じ

め
県
内
各
地
域
と
の
連
絡
高
速
バ
ス
の
導
入
、
関
西
国
際
空
港
と
阪
神
間
の
連
絡
高
速
バ
ス
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
六
十
二
年
に
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
、
国
鉄
）
の
分
割
民
営
化
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
と
と
も
に
、
不
採
算
路
線
の
廃
止
・
譲
渡
が
促
進
さ
れ
た
。
分
割
民
営
化
に
先
立
ち
、
ま
ず
昭
和
六
十
年
に
国
鉄
三
木
線

及
び
北
条
線
が
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
運
営
に
移
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
木
鉄
道
及
び
北
条
鉄
道
と
し
て
、
国
鉄
か
ら
運
行
を
引

写真81　阪神電鉄尼崎・武庫川駅間の高架化
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き
継
い
だ
。
ま
た
、
民
営
化
後
に
は
、
平
成
二
年
に
鍛
冶
屋
線
が
廃
止
さ
れ
て
バ
ス
に

転
換
し
、
同
じ
く
宮
津
線
は
廃
止
さ
れ
て
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
に
移
管
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
工
事
休
止
線
と
な
っ
た
国
鉄
智
頭
線
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
に

智
頭
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
後
、
翌
六
十
二
年
二
月
に
工
事
が
再
開
さ
れ
た
。

平
成
六
年
六
月
に
は
智
頭
急
行
株
式
会
社
に
社
名
変
更
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
智
頭
急

行
智
頭
線
と
し
て
開
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
社
は
、
鳥
取
県
、
兵
庫
県
等
沿
線
自

治
体
の
出
資
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
あ
る
。

　
尼
崎
駅
と
京
都
府
内
の
福
知
山
駅
を
結
ぶ
福
知
山
線
は
、
単
線
・
非
電
化
の
ま
ま
取

り
残
さ
れ
た
状
態
が
国
鉄
時
代
か
ら
長
い
間
続
き
、
宝
塚
ま
で
の
複
線
・
電
化
が

実
現
す
る
の
は
昭
和
五
十
六
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
県
と
沿
線

市
町
が
粘
り
強
く
国
鉄
（
民
営
後
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
及
び
運
輸
省
へ
の
働
き
か
け
を

重
ね
た
結
果
、
昭
和
六
十
一
年
に
新
三
田
駅
ま
で
の
複
線
化
が
完
成
し
、
篠
山
口

駅
ま
で
の
複
線
化
は
、
県
と
地
元
が
国
と
と
も
に
支
援
す
る
新
た
な
鉄
道
整
備
基

金
制
度
の
第
一
号
認
定
路
線
と
し
て
平
成
三
年
度
に
着
工
し
、
九
年
に
完
成
し
た
。

国
鉄
と
複
線
化
に
つ
い
て
覚
書
を
交
わ
し
た
昭
和
四
十
六
年
か
ら
す
る
と
、
実
に

四
半
世
紀
も
の
年
月
を
要
し
た
事
業
で
あ
っ
た
。

表45　智頭急行の地元自治体出資比率

区　分 負担額
（千円）

負担割合
（％）

鳥取県・関係市町村 605,000 60.50
岡山県・関係町村 135,000 13.50

兵庫県

260,000 26.00
兵庫県 130,000 13.00
上郡町 53,820 5.38
佐用町 49,270 4.93
上月町 26,910 2.69

合計 1,000,000 100.00
� （『智頭急行10年のあゆみ』より作成）

写真 82　智頭線開業式（平成 6年 12 月 3 日）
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こ
の
覚
書
は
昭
和
四
十
六
年
八
月
二
十
七
日
に
篠
山

町
長
、
城
東
町
長
、
多
紀
町
長
及
び
丹
南
町
長
（
以
上
、

い
ず
れ
も
現
丹
波
篠
山
市
）
と
国
鉄
福
知
山
鉄
道
管
理
局

長
が
、
兵
庫
県
知
事
を
立
会
人
と
し
て
交
わ
し
た
も
の

で
あ
る
。
四
人
の
町
長
は
、
当
時
懸
案
と
な
っ
て
い
た

国
鉄
篠
山
線
の
廃
止
に
対
す
る
要
望
（
福
知
山
線
の
複

線
電
化
等
）
を
国
鉄
が
誠
実
に
実
現
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
を
も
っ
て
篠
山
線
の
廃
止
を
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
知
事
は
国
鉄
福
知
山
鉄
道
管
理
局

長
と
「
国
鉄
福
知
山
線
三
田
地
区
・
篠
山
口
間
複
線
電
化
に
関
す
る
覚
書
」
を
交
わ
し
、
国
鉄
は
福
知
山
線
の
複
線
電
化
を
、

県
の
地
域
開
発
計
画
の
推
進
と
相
ま
っ
て
進
め
る
も
の
と
し
、
一
九
八
〇
年
度
を
そ
の
完
了
の
目
途
と
す
る
こ
と
、
県
は
沿
線

の
開
発
を
促
進
す
る
等
側
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。

　
し
か
し
、
福
知
山
線
の
複
線
電
化
工
事
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
覚
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
計
画
す
ら
決
定
さ
れ
な
い
ま

ま
経
過
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
兵
庫
県
知
事
の
坂
井
時
忠
は
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
沿
線
市
町
長
ら
と
と
も
に
、
国
鉄
総

裁
に
対
し
て
、
信
頼
関
係
の
問
題
と
し
て
複
線
電
化
の
促
進
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
に
新

三
田
駅
ま
で
の
複
線
開
業
、
西
宮
名
塩
駅
と
新
三
田
駅
の
二
駅
の
新
設
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
残
り
の
新
三
田
─
篠
山
口
駅
間
は
、
平
成
八
年
度
ま
で
の
工
期
で
着
手
さ
れ
、
九
年
三
月
に
複
線
開
業
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
阪
都
心
と
一
時
間
で
結
ば
れ
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
西
線
へ
も
直
通
運
転
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
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な
り
、
大
阪
都
心
を
経
て
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
へ
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
民
間
鉄
道
で
は
新
線
の
整
備
が
行
わ
れ
、
北
神
急
行
電
鉄
と
北
神
線
及
び
神

戸
電
鉄
公
園
都
市
線
が
開
業
し
た
。北
神
急
行
電
鉄（
谷
上
─
新
神
戸
駅
間
七・五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
運
輸
省
都
市
整
備
審
議
会
に
お
い
て
、
神
戸
市
北
区
箕み

の

谷た
に

付
近
と
三
宮
を
結
ぶ
新
し
い
鉄
道
の
建
設
が
必
要
と
答
申
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
神

戸
電
鉄
と
阪
急
電
鉄
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
し
い
鉄
道
案
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
神
戸
市
議
会
に
お
い
て
、
宮み
や

崎ざ
き

辰た
つ

雄お

神
戸
市
長
が

「
北
神
急
行
」
構
想
を
公
表
し
、
六
甲
山
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
鉄
道
案
が
具
体
化
へ
と
動

き
始
め
た
。
神
戸
市
北
部
か
ら
三
田
市
に
か
け
て
進
め
ら
れ
て
い
た
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
「
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
」
づ
く
り
に
よ
る
人
口
急
増
に
対
応
す
べ
く
、
昭
和

五
十
六
年
十
一
月
に
着
工
し
た
。
工
期
は
八
年
に
も
及
び
、
総
工
事
費
も
当
初
計
画
の

五
七
〇
億
円
か
ら
七
一
〇
億
円
に
膨
ら
む
大
規
模
な
工
事
と
な
り
、
昭
和
六
十
三
年
に

開
業
し
た
。
営
業
キ
ロ
数
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
七
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
六

甲
山
系
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
、
建
設
当
時
、
Ｊ
Ｒ
を
除
く
民
営
鉄
道
と
し
て
は
全

国
で
も
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
湊
川
・
新
開
地
経
由
で
約
四
〇

分
を
要
し
て
い
た
谷
上
─
三
宮
駅
間
が
三
〇
分
近
く
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鈴
蘭
台

─
新
開
地
駅
間
の
混
雑
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

写真 83・図 56　北神急行電鉄開業
� （『ニューひょうご』を参照して作成）
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神
戸
電
鉄
公
園
都
市
線
（
横
山
─
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
中
央
駅
間
五・五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、「
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
」
の
う
ち
、

三
田
市
の
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
、
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
と
神
戸
・
阪
神
方
面
及
び
大
阪
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
県
、三
田
市
等
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
鉄
道
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、「
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
線
建
設
促
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
六
十
一
年
に
三
田
線
横
山
駅
か
ら
分
岐
し
て
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
、
ウ
ッ
デ
ィ
タ

ウ
ン
へ
至
る
路
線
建
設
に
合
意
し
た
（『
神
戸
電
鉄
70
周
年
記
念
誌
最
近
10
年
の
歩
み
』）。
昭
和
六
十
二
年
に
第
一
期
工
事
（
横
山
─

フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
駅
間
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
着
手
し
、
約
四
年
の
工
期
と
一
七
九
億
円
に
上
る
工
費
を
投
入
し
て
平
成
三
年

に
完
成
し
、
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
─
三
田
駅
間
の
ワ
ン
マ
ン
直
通
運
転
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
に
第
二
期
工
事
（
フ

ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
─
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
中
央
駅
間
三
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
着
手
し
、
八
年
に
開
業
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
園
都
市

線
は
全
線
開
通
と
な
り
、
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
中
央
─
三
田
駅
間
が
約
一
二
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
と
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
が
開
業
し
た
。
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
は
、「
ポ
ー

ト
ピ
ア
’81
」
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
に
世
界
初
の

完
全
無
人
の
自
動
運
転
（
開
業
当
初
の
み
添
乗
員
が
乗
務
）

と
し
て
開
業
し
、
三
宮
─
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
駅
間
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ん
だ
。
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
は
、
住
吉
─
マ

リ
ン
パ
ー
ク
駅
間
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
び
、
平
成

二
年
に
開
業
し
た
。
双
方
と
も
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
式
で
運
行
さ

れ
て
い
る
。

写真 84　�ポートライナー開業�
（上：神戸市提供）
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二
　
進
展
す
る
空
港
整
備

　
当
時
、
兵
庫
県
が
目
指
し
て
い
た
“
兵
庫
五
空
港
時
代
”
の
航
空
体
系
の
確
立
を
図
る
べ
く
、「
兵
庫
県
総
合
交
通
計
画
」

で
は
、広
域
交
通
体
系
整
備
の
観
点
か
ら
、①
関
西
国
際
空
港
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス
基
地
と
し
て
、神
戸
港
に
お
け
る
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
及
び
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、
淡
路
地
域
に
お
け
る

ア
ク
セ
ス
基
地
を
整
備
す
る
こ
と
、
②
新
た
な
航
空
体
系

の
整
備
と
し
て
、
地
域
航
空
シ
ス
テ
ム
の
母
港
と
も
な
る

神
戸
空
港
の
早
期
建
設
を
推
進
す
る
こ
と
、
③
大
阪
国
際

空
港
の
環
境
対
策
を
国
と
と
も
に
推
進
し
、
周
辺
整
備
に

努
め
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
、
④
高
速
交
通
利
便
性
の

低
い
但
馬
地
域
に
新
た
に
但
馬
空
港
を
整
備
し
、
さ
ら
に

播
磨
空
港
を
建
設
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の

ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
を
図
る
た
め
、
各
地
域
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
ほ
か
、
大
阪
国
際
空
港
の
活
用

と
し
て
、
県
内
各
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
機
能
強
化
の
た

め
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
等
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
や

高
速
バ
ス
の
導
入
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
関
西
国
際
空
港
（
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
一
本
）
は
、

表46　関西国際空港のあゆみ

年 主　な　動　き

昭和43 運輸省、調査を開始（阪和県境、泉南沖、岸和田沖、西宮沖、六甲沖、ポートアイランド沖、明石沖、淡路島の八カ所を対象）

49 航空審議会が運輸大臣に「規模及び位置（泉州沖が最適）」を答申

56
運輸省、三府県（大阪府、兵庫県、和歌山県）に対し「関西国
際空港の計画案」「関西国際空港の環境影響評価案」「関西国際
空港の立地に伴う地域整備の考え方」を提示

57 大阪府、計画の具体化に同意する旨を運輸省に回答（以後、同年に和歌山県、昭和59年に兵庫県が同意回答）
59 関西国際空港株式会社設立
61 運輸省、関西国際空港の設置を許可
62 空港島護岸築造工事着工、空港連絡橋工事着工

平成元 空港島護岸完成
3 旅客ターミナルビル工事着工、空港島造成工事完了
5 空港基本施設（滑走路、誘導路、エプロン）完成

6 空港連絡橋完成、旅客ターミナルビル完成、空港連絡鉄道開業、関西国際空港開港
� （関西エアポートホームページを参照して作成）
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昭
和
五
十
五
年
九
月
の
航
空
審
議
会
の
第
二
次
答
申
を
経
て
、
五
十
九
年
十
月
に
関
西
国
際
空
港
株
式

会
社
が
発
足
し
、
泉
州
沖
約
五
キ
ロ
の
海
上
に
建
設
計
画
が
決
定
し
た
。
県
は
同
年
か
ら
関
西
国
際
空

港
株
式
会
社
や
関
西
国
際
空
港
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス
の
神
戸
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
に
出
資
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
に
建
設
工
事
に
着
手
し
た
関
西
国
際
空
港
は
、
平
成

六
年
九
月
四
日
に
開
港
し
た
。
関
西
国
際
空
港
の
開
港
と
と
も
に
、
大
阪
国
際
空
港
の
国
際
線
は
移
管

さ
れ
、
こ
れ
以
降
大
阪
国
際
空
港
は
国
内
線
専
用
の
基
幹
空
港
と
な
っ
た
。

　
関
西
国
際
空
港
の
開
港
時
の
国
際
線
就
航
状
況
は
、
表
47
の
と
お
り
で
あ
り
、
開
港
前
の
大
阪
国
際

空
港
時
代
に
比
べ
て
、
一
二
社
、
八
カ
国
一
一
都
市
、
週
当
た
り
一
一
八
便
と
大
幅
に
利
便
性
が
向
上

し
た
。
ま
た
、
開
港
当
初
か
ら
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス
は
鉄
道
、
バ
ス
、
海
上
輸
送
の
三
つ
の
交
通
手
段

で
あ
っ
た
。
関
西
国
際
空
港
問
題
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
空
港
の
設
置
場
所
の
問
題
が

挙
げ
ら
れ
る
。
結
果
的
に
は
、
地
元
神
戸
市
の
反
対
に
よ
り
神
戸
沖
へ
の
設
置
は
断
念
さ
れ
た
が
、
県
と
し
て
は
も
と
も
と
神

戸
沖
に
設
置
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
一
貫
し
て
い
た
。昭
和
五
十
六
年
に
運
輸
省
が
泉
州
沖
関
空
計
画
に
つ
い
て
、三
点
セ
ッ

ト
（
空
港
計
画
、
環
境
保
全
、
地
域
整
備
）
で
関
係
三
府
県
（
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
）
に
意
見
照
会
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

昭
和
五
十
九
年
に
坂
井
時
忠
知
事
は
「
兵
庫
県
は
泉
州
沖
計
画
一
期
分
に
同
意
、
そ
の
見
返
り
に
運
輸
省
は
神
戸
沖
空
港
の
調

査
に
協
力
す
る
」
と
し
て
、
関
空
の
具
体
化
に
同
意
し
た
。
こ
れ
が
、
後
の
神
戸
空
港
の
出
発
と
さ
れ
て
い
る
（
第
一
章
第
一

節
一
の
「
二
一
世
紀
に
向
け
た
活
力
あ
る
大
兵
庫
づ
く
り
」
参
照
）。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
策
定
の
長
期
計
画
「
二
一
世
紀
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
の
後
期
重
点
推
進
方
策
の
中
で
は
、
地
域

表47　関西国際空港開港時の国際線の就航状況

空港名 就航航空
会社数 就航路線数 就航便数

関西国際空港 27社 21カ国39都市 312便/週
伊丹空港 15社 13カ国28都市 194便/週
（注）就航便数は旅客便のみ
� （「関西エアポート」資料・読売新聞より作成）
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航
空
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
初
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
当
時
、
高

速
交
通
空
白
地
域
と
言
わ
れ
た
但
馬
空
港
（
正
式
名
称
：
但
馬
飛
行
場
）
で
あ
っ
た
。
第
三
種

空
港
と
し
て
県
が
主
体
の
空
港
の
整
備
事
業
は
県
職
員
に
と
っ
て
は
全
て
未
経
験
で
あ
り
、

そ
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
全
国
的
に
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空
港

（
小
型
機
で
短
距
離
を
結
ぶ
定
期
便
の
空
港
）
の
必
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
、
地
元

の
強
い
後
押
し
も
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空
港
と
し
て
国
の
助
成
対
象
第
一
号
と
な
っ
た
。

但
馬
空
港（
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
一
本
）は
、昭
和
六
十
三
年
度
に
豊
岡
市
〜
日
高
町（
現

豊
岡
市
）
境
界
付
近
で
建
設
着
手
し
、
平
成
六
年
五
月
一
八
日
に
完
成
、
開
港
し
た
。

　
県
立
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
播
磨
科
学
公
園
都
市
内
で
建
設
し
て
い
た
播
磨
ヘ
リ

ポ
ー
ト
が
平
成
元
年
十
一
月
二
十
七
日
に
開
港
し
、
機
動
性
を
活
か
し
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
で
西
播
磨
圏
域
の
幅
広
い
高

速
交
通
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
平
成
六
年
五
月
十
二
日
に
開
港
し
、
同
年
七

月
末
か
ら
神
戸
ヘ
リ
ポ
ー
ト
─
但
馬
空
港
・
湯
村
温
泉
ヘ
リ
ポ
ー
ト
間
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
定
期
運
航
が
始
ま
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
い
っ
た
ん
白
紙
と
な
っ
た
神
戸
空
港
（
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
一
本
）
で
あ
る
が
、
一
〇
年
後
の
五
十

七
年
に
な
っ
て
兵
庫
県
議
会
、
神
戸
市
議
会
と
も
に
建
設
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
し
、
一
転
し
て
空
港
を
誘
致
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
神
戸
空
港
に
つ
い
て
は
、
県
と
し
て
も
今
後
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
の
航
空
需
要
の
大
き
な
伸
び
、
諸
外
国
に
お
け
る

空
港
整
備
の
状
況
等
を
考
え
る
と
、
県
や
関
西
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
と
っ

て
き
た
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
計
画
す
る
神
戸
沖
空
港
案
は
、
当
初
は
運
輸
省
に
強
く
拒
否
さ
れ
て

写真 85　但馬空港開港
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い
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
の
「
第
五
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
は
欄
外
に
注
記
す
る
形

で
記
載
さ
れ
た
。
平
成
元
年
に
兵
庫
県
・
神
戸
市
経
済
界
で
神
戸
空
港
建
設
促
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
三
年
の
「
第
六
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
は
新
規
事
業
と
し
て
組
み
入
れ

ら
れ
、
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
大
阪
国
際
空
港
は
地
元
住
民
か
ら
の
声
を
尊
重
し
て
、
大
阪
国
際
空
港
騒
音
対
策

協
議
会
（
一
一
市
協
）
に
よ
り
空
港
の
撤
去
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
年
に
三

回
に
わ
た
る
大
阪
国
際
空
港
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
意
見
と
し
て
、
存
廃
に
つ
い
て
は
、

「
将
来
の
航
空
需
要
等
を
考
え
れ
ば
、
環
境
問
題
に
も
充
分
留
意
し
な
が
ら
存
続
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、「
継
続
し
て
発
生
源
対
策
、

周
辺
整
備
対
策
等
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
特
に
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て
、
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
国
の
航
空
審
議
会
が
大
阪
国
際
空
港
の
存
続

方
針
を
決
定
し
た
。

第
六
節
　
高
度
経
済
成
長
の
収
束
と
災
害

　
我
が
国
全
体
の
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
中
、
公
害
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
県
民
の
価
値
観
の
変
化

写真 86　神戸空港建設促進協議会の設立
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